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広
告
の
お
申
し
込
み
は

未
来
創
造
課
ま
で

広
告

「ヴンダー
カンマー」

～ここは魅惑の
博物館～

「クリスマスの
あかり」

～チェコのイブの
できごと～

「運が良くなる！
　間取りと
　  インテリアの
ＨＡＰＰＹ風水」

樫崎　茜／著
理論社

レンカ・ロジノフスカー／作
福音館書店

紫月　香帆／監修
エクスナレッジ

県立自然史博物館に職場体験に行った
５人の中学生は、くじ引きで魚類、鳥
類、哺乳類、古脊椎などに分かれて、
各部の仕事を手伝うことに…。魅惑の
宝庫（ヴンダーカンマー）での、５人そ
れぞれの刺激に満ちた１日を描く。

ドブレイシカさんは、毎年クリスマス
に、おくさんのお墓にカーネーションを
持っていっていました。しかし、今年は
そのカーネーションを誰かに持ってい
かれてしまったのです。１年生になった
ばかりのフランタは、おじいさんのため
に、大きな勇気と知恵をふりしぼり…。

運はやってくるものではなく、自分
自身でつかむもの。部屋別にみる運
気アップのインテリアや、運気を高
める時間活用術など、今すぐ真似で
きる風水アイデアが満載。新年に向
け、普段の生活に風水パワーを取り
入れてみよう！

一般図書 中高生図書 こども図書

勝山市立図書館　☎88－6000
ホームページ　http://tosyokan.city.katsuyama.fukui.jp/おすすめ図書おすすめ図書

広報かつやまに
広告を載せませんか？

お申し込みは未来創造課まで

掲載料金▶1枠　1万5,000円
　　　　　　（縦5.5cm×横8.5cm）
　　　　　2枠　3万円
　　　　　　（縦5.5cm×横18cm）
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雪に対するルールとマナーを守りましょう
●�大雪警報などが発表されたときは、不要不
急の外出を控える
●除雪の妨げになるため、路上駐車はしない
●マイカーを控え、公共交通機関を利用する
●融雪のために水道水を使うことは控える
●排雪された道路へ雪を投げ入れない

●地域ぐるみで除排雪を行う
●�屋根雪下ろしでの転落事故や、除雪機械に
よる事故に注意する
●防火水槽や用水路付近の除排雪を行う
●�開いた投雪口（グレーチングなど）には必
ず赤旗などを立てる

　
家
庭
に
お
い
て
は
、
昨
年
の
大

雪
で
物
資
な
ど
が
不
足
し
た
こ
と

か
ら
、
最
低
３
日
間
、
推
奨
１
週

間
分
の
食
料・飲
料
水
、ト
イ
レ
ッ

ト
ペ
ー
パ
ー
、
灯
油
な
ど
の
家
庭

内
備
蓄
お
よ
び
マ
イ
カ
ー
の
満
タ

ン
給
油
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
市
で
は
除
雪
作
業
（
主
に
雪
下

ろ
し
作
業
）
を
有
料
で
行
っ
て
い

た
だ
け
る
方
を
募
集
し
、
そ
の
情

報
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

　

除
雪
作
業
を
依
頼
し
た
い
方
は

そ
ち
ら
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
総
務

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
除
雪
作
業
後
の
ト
ラ
ブ

ル
を
避
け
る
為
、
作
業
前
に
金
額

や
作
業
内
容
を
予
め
当
事
者
同
士

で
決
め
て
く
だ
さ
い
。
決
定
し
た

内
容
は
、
契
約
書
、
見
積
書
な
ど

の
書
面
に
て
残
し
て
お
く
と
安
心

で
す
。

　
福
井
勝
山
総
合
病
院
か
ら
中
部

縦
貫
自
動
車
道
を
通
り
、
県
立
病

院
や
福
井
大
学
医
学
部
付
属
病
院

ま
で
の
道
路
お
よ
び
福
井
勝
山
総

合
病
院
前
の
国
道
１
５
７
号
線
か

ら
大
野
市
の
１
５
８
号
線
、
福
井

市
内
の
道
路
を
通
り
県
立
病
院
や

福
井
大
学
医
学
部
付
属
病
院
へ
続

く
道
路
は
積
雪
５
㎝
で
除
雪
車
が

出
動
し
ま
す
。

　
瓦
屋
根
や
雨
樋
の
破
損
、
建
物

自
体
の
倒
壊
の
危
険
も
あ
り
ま
す

の
で
早
め
の
除
雪
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

　
市
が
定
め
る
対
象
要
件
に
該
当

す
る
方
に
は
、
屋
根
雪
下
ろ
し
費

用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
４
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　
今
年
の
２
月
に
発
生
し
た
平
成

30
年
豪
雪
に
お
い
て
は
、
勝
山
市

内
の
農
業
用
ハ
ウ
ス
に
お
い
て

も
、
多
数
の
被
害
が
発
生
し
ま
し

た
。
降
雪
前
に
は
農
業
用
ハ
ウ
ス

の
点
検
、
補
修
ま
た
は
農
業
用
保

険
へ
の
加
入
な
ど
の
対
策
を
し
、

積
雪
に
よ
る
被
害
が
な
い
よ
う

に
、
万
全
の
体
制
を
整
え
て
お
き

ま
し
ょ
う
。
詳
細
な
対
策
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
農
業
政
策

課
に
設
置
の
チ
ラ
シ
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

　　
雪
捨
て
場
所
に
立
石
線
つ
き
あ

た
り
（
図
参
照
）
を
指
定
し
ま
す
。

常
時
で
は
な
く
積
雪
の
状
況
に
よ

り
開
設
し
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
、
建
設
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

昨
年
度
は
強
烈
な
寒
波
に
よ

り
、
水
道
管
の
凍
結
破
損
に
よ
る

漏
水
が
市
内
で
多
発
し
ま
し
た
。

特
に
不
在
家
屋
や
、
使
用
し
て
い

な
い
ト
イ
レ
や
給
湯
器
等
で
漏
水

が
発
生
し
、
発
見
が
遅
れ
た
た
め

に
、
水
道
料
金
が
高
額
に
な
っ
た

事
例
も
あ
り
ま
す
。
冬
期
間
は
、

次
の
こ
と
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

•�

水
道
メ
ー
タ
ー
の
場
所
を
確
認

し
、
除
雪
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

（
水
道
を
使
用
し
て
い
な
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
メ
ー
タ
ー
が

回
っ
て
い
る
場
合
は
、
漏
水
が

考
え
ら
れ
ま
す
）

•�

屋
外
の
水
道
管
や
蛇
口
は
防
寒

し
ま
し
ょ
う

•�

長
期
不
在
に
さ
れ
る
場
合
は
、

使
用
中
止
の
手
続
き
を
上
下
水

道
課
で
と
る
か
、
水
道
メ
ー

タ
ー
横
に
あ
る
止
水
栓
を
閉
め

て
く
だ
さ
い
。
止
水
栓
を
閉
め

て
も
水
が
止
ま
ら
な
い
場
合

は
、
止
水
栓
の
劣
化
が
考
え
ら

れ
ま
す
の
で
、
指
定
給
水
工
事

事
業
者
に
修
繕
を
依
頼
し
て
く

だ
さ
い

•�

漏
水
し
た
場
合
は
、
止
水
栓
を

閉
め
て
、
早
急
に
指
定
給
水
工

事
事
業
者
に
修
繕
を
依
頼
し
て

く
だ
さ
い

　
昨
年
は
断
続
的
な
寒
波
と
大
雪

に
よ
り
、
や
む
を
得
ず
給
水
制
限

を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
原
因
の

ひ
と
つ
に
漏
水
と
融
雪
が
あ
り
ま

す
。
特
に
水
道
水
を
融
雪
に
使
用

す
る
と
生
活
用
の
水
が
不
足
す
る

お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
絶
対

に
融
雪
に
は
使
わ
な
い
で
く
だ
さ

い
。

　
ま
た
、
勝
山
市
の
水
道
は
地
下

水
を
水
源
と
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
井
戸
水
で
の
融
雪
に
つ
い
て

も
、
適
切
な
管
理
に
努
め
て
く
だ

さ
い
。

　
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
と
は
、
急
激

な
温
度
変
化
に
よ
っ
て
血
圧
が
急

に
変
動
し
、
心
臓
や
血
管
に
大
き

な
負
担
が
か
か
る
こ
と
を
い
い
、

失
神
や
心
筋
梗
塞
、
脳
梗
塞
な
ど

を
起
こ
す
原
因
と
な
り
ま
す
。

　
特
に
寒
い
こ
の
時
期
、
浴
室
な

ど
で
の
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る

救
急
件
数
が
多
く
な
り
ま
す
。

　
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
、
ヒ
ー

ト
シ
ョ
ッ
ク
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

①�

脱
衣
所
や
ト
イ
レ
を
小
型
の
暖

房
機
（
温
風
式
）
で
暖
め
る

②�

シ
ャ
ワ
ー
で
浴
室
全
体
を
暖
め

る
③�

食
事
の
直
後
や
飲
酒
時
の
入
浴

は
控
え
る

④�

お
風
呂
に
入
る
前
に
水
分
を
と

る

⑤�

お
風
呂
に
入
る
と
き
は
足
元
か

ら
徐
々
に
お
湯
を
か
け
、
体
を

慣
ら
す

⑥�

家
族
が
い
る
と
き
に
入
浴
し
、

家
族
は
時
々
、
声
か
け
を
す
る

⑦�

高
齢
者
や
高
血
圧
、
糖
尿
病
、

動
脈
硬
化
、
熱
い
お
風
呂
が
好

き
な
人
は
注
意
が
必
要

問
い
合
わ
せ
先

■
除
雪
作
業
員
の
登
録
・
紹
介

　
総
務
課
（
市
役
所
２
階
）

☎
88
‐
１
１
１
６

■
水
路
の
雪
詰
ま
り

　
総
務
課
（
市
役
所
２
階
）

☎
88
‐
１
１
１
６

　
消
防
署�

☎
88
‐
０
４
０
０

■
道
路
の
除
雪

　
建
設
課
（
市
民
会
館
２
階
）

☎
88
‐
８
１
０
７

■
屋
根
雪
下
ろ
し
の
助
成
金

　
健
康
長
寿
課
（
す
こ
や
か
内
）

☎
87
‐
０
８
８
８

■
ハ
ウ
ス
の
積
雪
対
策

　
農
業
政
策
課
（
市
役
所
１
階
）

☎
88
‐
８
１
０
６

■
水
道
関
係

　
上
下
水
道
課（
市
民
会
館
２
階
）

☎
88
‐
８
1
0
9

備
蓄
に
つ
い
て
の
お
願
い

除
雪
作
業
員
の
募
集
と
紹
介

緊
急
患
者
の
搬
送
支
援

住
宅
な
ど
の
除
雪

高
齢
者
世
帯
な
ど
の

屋
根
雪
下
ろ
し
費
用
を
助
成

積
雪
に
よ
る
農
業
用
ハ
ウ
ス

な
ど
の
被
害
防
止
に
つ
い
て

雪
捨
て
場
の
開
設
に
つ
い
て

水
道
管
の
凍
結
に
ご
注
意

防寒していない部分
からの漏水

水
道
水
を

融
雪
に
使
用
し
な
い

↑止水栓
（右回しで閉まります）

ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
に
注
意

雪にご用心！知っておきたい、こんなこと
突然の雪にも対応できるよう、あらかじめ準備をしておきましょう

★
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一
級
河
川
大
蓮
寺
川 

元
禄
線
放
水
路
工
事
に
伴
う
交
通
規
制
に
つ
い
て

　

県
で
は
、
水
害
か
ら
市
民
の
生

命
・
財
産
を
守
る
た
め
、
大
蓮
寺

川
の
水
の
一
部
を
九
頭
竜
川
へ
直

接
放
流
す
る
元
禄
線
放
水
路
の
整

備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

10
月
中
旬
か
ら
、
勝
山
郵
便
局

前
の
工
事
に
本
格
着
手
し
て
お

り
、
交
通
規
制
は
、
工
事
進
捗
状

況
に
伴
い
段
階
的
に
変
化
し
て
い

き
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
工
事
は
冬
期
も
継
続
し
て

行
う
予
定
で
す
。
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
奥
越
土
木
事
務
所

　
　

河
川
砂
防
課☎

66
‐
８
１
３
３

大
蓮
寺
川

大
蓮
寺
川

元禄線放水路元禄線放水路

施工場所施工場所

拡大図

各方向からの工事状況（平成30年12月6日現在）

①① ②② ③③ ④④

②②

④④

①①
勝山駅勝山駅 本町本町

③③

広報かつやま12月号 №769 　　 4

住み慣れた地域で暮らすため

高齢者の在宅生活を支援します！高齢者の在宅生活を支援します！
　市では、高齢者が自立した生活を継続できるように、次のよう
な福祉サービス事業を実施しています。より安心で安全な暮らし
のために、これらの事業をご活用ください。

問健康長寿課（すこやか内）　☎87－0888

タ
ク
シ
ー
の初

乗
り
料
金
を
助
成

対 　

象
▼
65
歳
以
上
の
要
介
護
２

以
上
の
認
定
を
受
け
た
方
で
、

常
時
車
椅
子
を
使
用
ま
た
は
寝

た
き
り
の
方

助 　

成
▼
リ
フ
ト
付
き
タ
ク
シ
ー

な
ど
の
初
乗
り
料
金
。
年
間
36

回
ま
で

配
食
サ
ー
ビ
ス
を
通
し
た見

守
り

　

調
理
な
ど
が
困
難
な
方
に
、
健

康
な
ど
を
考
慮
し
た
食
事
を
配
達

し
、
安
否
確
認
を
行
い
ま
す
。

対 　

象
▼
65
歳
以
上
の
高
齢
者
世

帯
で
、
要
援
護
者
と
し
て
市
の

名
簿
（
以
下
、
福
祉
票
）
に
登

載
さ
れ
て
い
る
方

費　

用
▼
１
食
２
５
０
円

相
談
先
▼
地
区
の
民
生
委
員

玄
関
前
の
除
雪
を
手
助
け

対 　

象
▼
65
歳
以
上
の
高
齢
者
世

帯
で
、
福
祉
票
に
登
載
さ
れ
、

要
介
護
認
定
を
受
け
た
方
が
い

る
世
帯

費 　

用
▼
１
回
（
１
時
間
）
３
０

０
円

※
一
冬
期
間
６
回
以
内

屋
根
雪
下
ろ
し
費
用
を
助
成

　

65
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯
な
ど

で
、
福
祉
票
に
登
録
さ
れ
、
か
つ

市
が
定
め
る
対
象
要
件
に
該
当
す

る
方
に
は
、
屋
根
雪
下
ろ
し
費
用

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　

な
お
、
助
成
を
受
け
る
に
は
事

前
登
録
が
必
要
で
す
。

助
成
金
▼
１
回
毎
に
８
０
０
０
円

※ 

一
冬
期
間
２
回
以
内
、
地
区
に

よ
っ
て
は
４
回
以
内

相
談
先
▼
地
区
の
民
生
委
員

障
害
者
控
除
の
認
定

　

12
月
31
日
現
在
で
介
護
保
険
の

要
支
援
２
ま
た
は
要
介
護
１
〜
５

の
認
定
を
受
け
て
い
る
方
は
、
障

害
者
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
対
象
者
に
は
１
月
下
旬

に「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」

を
送
付
し
ま
す
。

障
害
者
控
除
の
区
分
▼

•
要
支
援
２
、
要
介
護
１
・
２
↓

障
害
者
控
除

•
要
介
護
３
〜
５
↓

特
別
障
害
者
控
除

緊急時に備え準備しましょう！緊急時に備え準備しましょう！健康や生きがいづくりに健康や生きがいづくりに
健康の駅「湯ったり勝山」健康の駅「湯ったり勝山」 ■緊急通報システムを設置

　病弱なために緊急時の対応が困難な世
帯に設置します。
対 　象▶65歳以上のひとり暮らし世帯な
どで、要援護者として市の名簿（福祉
票）に登載されている方の世帯
費　用▶無料（ただし通話料は自己負担）
相談先▶地区の民生委員
■救急医療情報キットを配布
　65歳以上の高齢者世帯（日中のみ高齢
者世帯も含む）に、自宅での緊急時に救
急隊へ医療情報などを知らせるための
キット（無料）を配布します。冷蔵庫内
の分かりやすい場所に保管しましょう。
費　用▶無料
相談先▶地区の民生委員

　高齢者の健康づく
り・生きがいづくり、
交流・憩いの場です。
ぜひご利用ください。

営業時間▶午前10時～午後9時
　　　　　（※最終受付　午後8時30分）
定休日▶毎週月曜日、年末年始
内 　容▶入浴および休憩、健康づくり事
業（健康カラオケを使った健康体操、
お出かけサロン、介護予防教室、看護
師による健康相談など）

※18ページにミニコラムがあります
問地域包括支援センター「やすらぎ」
　☎87－0900

緊急通報システム
（シルバーコール）

救急医療情報キット

生
活
を
援
助



DINOSAUR VALLEY FUKUI KATSUYAMA GEOPARK

7 　　 広報かつやま12月号 №769

２０３０年に向けて世界が動きだす
　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
エ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ
）

はSustainable D
evelopm

ent 
G
oals

（
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル 

デ
ベ

ロ
ッ
プ
メ
ン
ト 

ゴ
ー
ル
ズ
）
を
略

し
た
も
の
で
、日
本
語
に
訳
す
と「
持

続
可
能
な
開
発
目
標
」
と
い
う
意
味

に
な
り
ま
す
。
２
０
１
５
年
に
国
連

で
決
ま
っ
た
、
２
０
３
０
年
ま
で
に

世
界
を
も
っ
と
よ
く
す
る
た
め
の
目

標
で
、
世
界
中
の
国
々
や
企
業
、
個

人
が
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

現
在
の
世
界
の
課
題
が
ほ
ぼ
す
べ

て
包
括
的
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
17

の
目
標
と
１
６
９
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で

構
成
さ
れ
、
地
球
上
の
誰
一
人
取
り

残
さ
ず
に
救
っ
て
い
く
こ
と
を
謳
っ

て
い
ま
す
。

　

目
標
１
「
貧
困
を
な
く
そ
う
」
か

ら
目
標
17
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で

目
標
を
達
成
し
よ
う
」
ま
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
目
標
は
相
互
に
関
連
し
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、
目
標
５
「
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
を
実
現
し
よ
う
」
を
達
成

す
る
た
め
に
は
、
目
標
４
「
質
の
高

い
教
育
を
み
ん
な
に
」
が
大
き
く
関

係
し
、
適
切
な
教
育
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
環
境
づ
く
り
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

　

一
見
す
る
と
「
難
し
そ
う
」「
遠

い
国
の
こ
と
で
自
分
に
は
関
係
な

い
」
と
い
っ
た
感
想
を
抱
か
れ
が
ち

で
す
が
、
実
は
私
た
ち
の
日
常
生
活

に
お
け
る
、
ご
く
ご
く
身
近
な
問
題

が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
深
く
関
連
し
て
い
ま

す
。

　

ほ
ぼ
全
て
の
行
政
事
務
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
と
関
連
が
あ
り
、
自
治
体
職
員
が

そ
の
理
念
を
理
解
し
、
積
極
的
に
遂

行
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

例
え
ば
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た

住
民
参
加
の
ジ
オ
パ
ー
ク
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
を
意

識
す
る
こ
と
で
活
動
の
意
義
が
新
た

に
み
え
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

勝
山
市
で
は
こ
れ
ま
で
に

２
回
、
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
通

じ
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
学
ぶ
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
、

ゲ
ー
ム
を
通
じ
楽
し
く
経
済

と
環
境
と
社
会
の
関
係
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

機
会
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
っ
て
な
に
？

ど
ん
な
目
標
が
あ
る
の
？

ジ
オ
パ
ー
ク
と
の
関
係
は
？

ト ク スピッ ①
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持続可能なまちづくりを目指して持続可能なまちづくりを目指して
～ジオパークで取り組むSDGs～～ジオパークで取り組むSDGs～

大鷲滝大鷲滝

大矢谷の巨大岩塊大矢谷の巨大岩塊

大清水大清水

ジオパーク担当職員
森石　慶裕

ジオパーク専門員
町　澄秋

問ジオパークまちづくり課問ジオパークまちづくり課
　（市役所２階）☎88 ｰ 8126　（市役所２階）☎88 ｰ 8126

ヤッタ
ー

？？

ジオパーク担当になって
約９か月。僕ももう一人
前かな？

ススッッ
あまいぞ、森石君！

あっ、町さん!?

これからはＳＤＧｓを意
識してジオパークの活動
をすることが重要だよ。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
っ
て

な
ん
で
す
か
？

国連が定めた、世界
をよくするための
17の目標なんだ。

キ
ー
ワ
ー
ド
は「
持

続
可
能
」
と
い
う

言
葉
な
ん
だ
。

今
か
ら
そ
れ
を

説
明
す
る
よ
！
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恐竜渓谷ふくい勝山ジオパークで取り組むＳＤＧｓ

　

貧
困
や
格
差
、
資
源
の
枯

渇
や
気
候
変
動
な
ど
の
問
題

が
世
界
で
起
き
て
お
り
、
こ

の
ま
ま
で
は
人
類
の
文
明
は

続
か
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
う
な
る
前
に
知
恵
を
絞
り
、

全
て
の
人
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取

り
組
み
、
世
界
を
変
え
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

そ
こ
で
、
勝
山
市
で
は
ジ

オ
パ
ー
ク
活
動
を
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
で
目
指
す
目
標
を
実
現
す

る
た
め
の
一
つ
の
手
段
と
し

て
利
用
し
て
い
き
ま
す
。

　

ジ
オ
パ
ー
ク
の
活
動
に
は
、

「
保
護
・
保
全
」「
地
域
振
興
」

「
教
育
・
研
究
」
と
い
う
3
要

素
と
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
」

が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動

が
繋
が
っ
て
い
く
こ
と
で
持

続
可
能
な
取
り
組
み
に
な
り

ま
す
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
意
識
し
て
ジ

オ
パ
ー
ク
活
動
を
行
う
こ
と

で
、
地
域
の
活
動
が
世
界
へ

の
貢
献
に
つ
な
が
り
、
世
界

中
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
り
組
む

関
係
団
体
な
ど
と
の
共
通
言

語
で
連
携
す
る
き
っ
か
け
作

り
に
も
な
り
ま
す
。

４つの
要素が

繋がり
交わる

地
域
振
興
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

取
り
組
む
べ
き
目
標

教
育
・
研
究

取
り
組
む
べ
き
目
標

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
・
事
業
連
携

取
り
組
む
べ
き
目
標

地
域
資
源
の
保
護
・
保
全
活
動

取
り
組
む
べ
き
目
標

　

関
係
団
体
が
連
携
し
て
、
各
地
の
魅
力
を

再
発
見
で
き
る
ツ
ア
ー
を
開
い
て
い
る
ほ

か
、
ジ
オ
ガ
イ
ド
養
成
講
座
を
開
催
し
、
ツ

ア
ー
の
魅
力
向
上
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

　

市
内
の
全
小
中
学
校
で
ジ
オ
パ
ー
ク
学
習

を
進
め
る
ほ
か
、
市
民
総
合
大
学
な
ど
で
ジ

オ
パ
ー
ク
講
座
を
行
い
郷
土
に
つ
い
て
の
理

解
を
深
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
現
地
調
査
な

ど
を
研
究
機
関
と
連
携
す
る
と
と
も
に
、
勝

山
市
ジ
オ
パ
ー
ク
学
術
研
究
等
奨
励
事
業
を

通
じ
、
様
々
な
研
究
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

民
・
学
・
官
が
協
働
す
る
恐
竜
渓
谷
ふ
く

い
勝
山
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
を
中
心
に
、

他
の
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
や
そ
れ
を
目
指
す
地

域
と
連
携
し
、
よ
り
良
い
ジ
オ
パ
ー
ク
活
動

へ
と
つ
な
げ
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
香
港

ユ
ネ
ス
コ
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
と
連
携
し
、
講

演
会
や
修
学
旅
行
受
け
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

　

恐
竜
渓
谷
ふ
く
い
勝
山
ジ
オ
パ
ー
ク
の
価

値
を
再
認
識
し
、
地
域
が
持
つ
す
ば
ら
し
い

資
源
を
後
世
に
残
す
た
め
、
保
護
・
保
全
活

動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ジオガイド養成講座

市民総合大学で
ジオパーク講座

香港の修学旅行生に
ジオサイトを紹介

野向地区による
八反滝周辺整備

ジオガイドによる
ジオツアー

村岡小学校の
ジオパーク学習

ヨン・カミン博士に
よる講演

池ヶ原湿原の
ヨシ刈り
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勝
山
市
で
は
、
勝
山
市
雪
氷
熱
エ
ネ
ル

ギ
ー
利
用
促
進
協
議
会
が
中
心
と
な
り
、

平
成
25
年
度
か
ら
雪
を
貴
重
な
大
地
の
資

源
・
財
産
と
し
て
見
直
し
、
地
域
の
魅
力

を
高
め
る
も
の
へ
と
変
え
て
い
く
取
り
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
雪
室
特

産
品
開
発
や
そ
の
販
路
開
拓
、
雪
室
そ
ば

の
推
進
活
動
に

舵
を
切
り
、
更

な
る
取
り
組
み

を
続
け
て
い
き

ま
す
。
雪
室
に

興
味
が
あ
る

方
、
と
も
に
活

動
し
て
い
た
だ

け
る
方
は
気
軽

に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

雪
室
っ
て
な
に
？

　

雪
を
利
用
し
た
天
然
の
冷
蔵
庫
で
す
。

雪
室
の
効
果
は
？

　

雪
室
に
は
酸
化
防
止
や
糖
含
量
増
加
、

鮮
度
保
持
な
ど
の
効
果
が
あ
り
、
様
々
な

食
品
の
保
存
性
や
食
味
を
高
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

問 

勝
山
市
雪
氷
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
促
進

協
議
会
事
務
局
（
ジ
オ
パ
ー
ク
ま
ち
づ

く
り
課
内
）
☎
88
‐
８
１
２
６

　

ジ
オ
パ
ー
ク
に
つ
い
て
お
さ
ら
い

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

ジ
オ
パ
ー
ク
は
地
球
活
動
が
生
み

出
し
た
地
形
や
地
質
だ
け
で
な
く
、

そ
れ
ら
と
深
く
か
か
わ
り
の
あ
る
自

然
や
人
々
の
暮
ら
し
、
歴
史
な
ど
を

五
感
を
フ
ル
に
活
用
し
て
楽
し
む
事

が
で
き
る
エ
リ
ア
で
す
。
例
え
ば
、

目
で
見
て
分
か
る
美
し
い
景
色
、
耳
を
使
っ

て
聴
く
水
の
湧
き
出
る
音
や
鳥
達
の
さ
え

ず
り
、香
り
で
分
か
る
そ
の
土
地
の
雰
囲
気
、

手
を
使
っ
て
知
る
土
や
石
の
感
触
、
舌
で
味

わ
う
地
元
の
美
味
し
い
料
理
な
ど
で
す
。

　

ま
た
、
ジ
オ
パ
ー
ク
は
地
質
遺
産
を
保

護
・
保
全
し
、
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

地
域
活
性
化
の
ツ
ー
ル
に
も
な
り
ま
す
。

例
え
ば
、
ジ
オ
関
連
商
品
を
販
売
す
る
こ

と
、
ジ
オ
サ
イ
ト
を
活
用
し
て
の
イ
ベ
ン

ト
開
催
、
観
光
客
の
誘
致
、
学
校
で
の
郷

土
教
育
、
公
民
館
で
の
生
涯
学
習
な
ど
、

地
域
住
民

の
様
々
な

立
場
で
の

活
動
が
ど

れ
も
ジ
オ

パ
ー
ク
の

活
動
に
結

び
つ
き
ま

す
。

ト ク スピッ ②

ジ
オ
の
恵
み

ジ
オ
の
恵
み

　
「
雪
」
の
味
力
（
魅
力
）

　
「
雪
」
の
味
力
（
魅
力
）

風景を切り取ってお菓子にする
「ジオ菓子」

雪室の見学会雪室の見学会

今
年
僕
が
担
当
し
て
い
る

「
雪
室
の
取
り
組
み
」
は
ど

の
目
標
に
な
り
ま
す
か
？

ジ
オ
パ
ー
ク
誕
生
か
ら
年
月
が
経

ち
、
そ
の
概
念
の
理
解
が
深
ま
っ
て

い
る
今
、
ジ
オ
パ
ー
ク
の
活
動
に
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
各
目
標
を
紐
づ
け
て
、
そ

の
価
値
を
高
め
て
い
く
こ
と
は
と
て

も
大
事
な
ん
だ
。

雪室は、「雪を利用した天然の冷蔵庫」
だから、目標7「エネルギーをみんなに
そしてクリーンに」や目標13「気候変動
に具体的な対策を」などがあてはまるね。

そ
れ
じ
ゃ
あ
早
速
、
僕

た
ち
の
活
動
に
目
標
を

あ
て
て
み
ま
し
ょ
う
！

自分たちの活動に
ついて考えるいい
機会だね。
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平
成
30
年
度
人
権
啓
発
活
動
地
方
委
託
事
業

あ
り
が
と
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
コ
ン
テ
ス
ト

あ
り
が
と
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
作
品
発
表

入
賞
作
品
発
表
問
未
来
創
造
課
（
市
役
所
２
階
）

☎
88
‐
1
1
1
5

　

身
近
な
暮
ら
し
の
中
で
感
じ
た

感
謝
の
気
持
ち
を
３
９
（
サ
ン

キ
ュ
ー
）文
字
以
内
で
表
し
た「
あ

り
が
と
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
募
集

し
た
と
こ
ろ
、
1
2
9
8
点
の
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。そ
の
中
か
ら
、

優
秀
賞
作
品
10
点
と
入
選
者
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

●
入
賞
作
品
の
展
示
に
つ
い
て

市
立
図
書
館

と　

き
▼
12
月
18
日
㈫

〜
26
日
㈬

勝
山
サ
ン
プ
ラ
ザ

と　

き
▼
1
月
9
日
㈬

〜
17
日
㈭

勝
山
市
教
育
会
館

と　

き
▼
1
月
22
日
㈫

〜
31
日
㈭

●
入
選
者　
　
　
　
　
（
敬
省
略
）

宇
佐
美　

鈴
（
鹿
谷
小
1
年
）

笠
松　

真
仲
（
北
郷
小
1
年
）

坂　
　

夏
江
（
成
器
西
小
2
年
）

森
内　
　

凛
（
成
器
西
小
2
年
）

小
林　

知
起
（
成
器
南
小
3
年
）

和
田
ゆ
き
の
（
成
器
南
小
3
年
）

竹
内　

琢
翔
（
鹿
谷
小
3
年
）

中
村　

琴
音
（
村
岡
小
4
年
）

藤
崎　

若
菜
（
三
室
小
4
年
）

島
田　

征
英
（
荒
土
小
5
年
）

山
岸　
　

聡
（
荒
土
小
5
年
）

山
口　

優
月
（
成
器
南
小
6
年
）

笹
木　

咲
楽
（
荒
土
小
6
年
）

嶋
田
梨
里
花
（
勝
山
北
部
中
1
年
）

川
村　

彩
花
（
勝
山
北
部
中
1
年
）

三
屋
光
太
郎
（
勝
山
南
部
中
2
年
）

永
井　

美
鈴
（
勝
山
南
部
中
2
年
）

石
田　

雷
生
（
勝
山
北
部
中
3
年
）

櫻
井　

莉
聖
（
勝
山
南
部
中
3
年
）

前
田
ふ
み
え
（
一
般
）

ご
応
募
あ
り
が
と
う

　

ご
ざ
い
ま
し
た

パ
パ
へ

　

お
し
ご
と
で
は
な

れ
て
く
ら
し
て
る
け
ど
ぼ
く
が
ま

ま
を
た
す
け
る
か
ら
ね
。
お
し
ご

と
あ
り
が
と
う

あ
れ
ん
よ
り

（
三
室
小
1
年　

酒
井　

愛
凛
）

お
か
あ
さ
ん
へ

　

い
つ
も
、
私
の

長
話
を
聞
い
て
く
れ
て
あ
り
が
と

う
。
い
つ
か
、
お
か
あ
さ
ん
の
相

談
聞
く
か
ら
ね
。

吉
田　

あ
い
り
よ
り

（
鹿
谷
小
4
年　

吉
田　

愛
莉
）

お
母
さ
ん
へ

　
「
ビ
リ
で
も
努

力
は
一
等
賞
。」
マ
ラ
ソ
ン
大
会

の
日
に
、
お
母
さ
ん
が
言
っ
た
ス

ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
。

夢
来
よ
り

（
成
器
西
小
6
年　

北
川　

夢
来
）

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
へ

　

小
さ
な
こ
と
で

も
、
僕
た
ち
の
た
め
に
し
て
く
れ

て
あ
り
が
と
う
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

こ
そ
影
の
主
役
。

咲
弥
よ
り

（
勝
山
南
部
中
3
年 

大
場 

咲
弥
）

お
じ
い
ち
ゃ
ん
へ

　

む
か
し
は
、
毎

朝
だ
い
て
く
れ
た
お
じ
い
ち
ゃ

ん
。
今
は
ベ
ッ
ド
で
ね
て
る
。
は

や
く
元
気
に
な
ぁ
れ

矢
戸　

わ
か
な
よ
り

（
成
器
西
小
3
年　

矢
戸　

和
奏
）

お
母
さ
ん
へ

　
「
穏
来
と
汰
我
が

一
番
の
宝
物
」
は
お
母
さ
ん
の
口

ぐ
せ
。
知
っ
て
た
？
実
は
私
も
そ

う
だ
よ
。

し
ず
く
よ
り

（
鹿
谷
小
5
年　

中
道　

穏
来
）

お
姉
ち
ゃ
ん
へ

　

３
９
文
字
じ
ゃ

表
せ
な
い
ほ
ど
感
謝
し
て
い
ま

す
！
そ
の
全
部
を
５
文
字
に
こ
め

て
「
あ
り
が
と
う
」

あ
な
た
の
妹
さ
や
よ
り

（
勝
山
南
部
中
2
年 

平
瀬 

咲
弥
）

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
へ

　

毎
朝
い
っ
て

ら
っ
し
ゃ
い
の
言
葉
う
れ
し
い

よ
。
う
ん
。
し
か
言
わ
な
い
け
ど

本
当
は
元
気
が
で
る
よは

る
と
よ
り

（
成
器
南
小
2
年　

中
田　

悠
仁
）

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
へ

　

自
分
で
し
て
み

て
分
か
っ
た
、
家
事
が
あ
ん
な
に

む
ず
か
し
か
っ
た
な
ん
て
、
毎
日

尊
敬
し
て
る
よ
。

な
つ
き
よ
り

（
成
器
南
小
5
年　

斎
藤　

捺
紀
）

お
母
さ
ん
へ

　

マ
マ
が
い
な

い
間
、
マ
マ
の
大
変
さ
、
大
切
さ

は
分
か
っ
た
よ
。
マ
マ
、
自
分
も

大
切
に
し
て
ね
。

り
の
よ
り

（
勝
山
南
部
中
1
年 

山
内 

璃
乃
）
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11
月
15
・
16
日
に
、
第
12
回
日
本

ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
全
国
研

修
会
が
勝
山
市
で
開
催
さ
れ
、
全
国

各
地
か
ら
ジ
オ
パ
ー
ク
関
係
者
が
集

い
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本

ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
年
に

１
〜
２
回
、
全
国
の
認
定
地
を
会
場
に
開

い
て
い
る
も
の
で
、
43
地
域
か
ら
行
政
職

員
や
住
民
ら
69
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
で
は
、
参
加
者
が
３
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
野
向
地
区
、
平
泉
寺
地
区
、

は
た
や
記
念
館
ゆ
め
お
ー
れ
勝
山
を
見
学

し
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
中
で
ど
の
よ
う

な
ジ
オ
パ
ー
ク
活
動
が
で
き
る
か
を
話
し

合
い
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
は
、
各
グ
ル
ー
プ
の
考
え
を

ま
と
め
た
更
な
る
活
性
化
案
が
発
表
さ
れ
、

様
々
な
意
見
や
提
案
が
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
研
修
会
の
様
子

ト ク スピッ ③

　ジオパークのロゴマークを使用して
シールや看板、パンフレットなどにジオ
パークのロゴマークを使用しませんか？一
部補助制度を活用できる場合があります。
　詳しくは、公式ホームページをご覧い
ただくか、下記までご連絡ください。
問ジオパークまちづくり課
　（市役所2階）☎88 ｰ 8126

ロゴマークをご活用ください！ロゴマークをご活用ください！
「いつまでも住み続けたくなるまち」
「いつかは帰りたくなるまち」
「いつでも帰れるまち」
　勝山市は50年、100年先まで持続的に発展し続けて
いけるまちづくりを進めていきます。

勝山市の目指す姿

ジ
オ
パ
ー
ク
活
動
は
保

護
・
保
全
、
地
域
振
興
、

教
育
・
研
究
を
連
携
さ
せ

て
進
め
て
い
く
こ
と
が
大

事
な
ん
で
す
ね
！

そ
れ
に
加
え
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動

で
他
の
地
域
と
様
々
な
連
携
を
行
っ

て
い
く
こ
と
が
継
続
的
な
活
動
に
つ

な
が
っ
て
い
く
ん
だ
。

こ
の
間
の
全
国
研
修
会
は
と
て
も
い

い
経
験
に
な
っ
た
よ
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
り
組
む
こ
と
は
、
ジ

オ
パ
ー
ク
を
活
用
し
た
持
続
可
能
な

活
動
と
つ
な
が
っ
て
い
る
ん
で
す

ね
。
僕
た
ち
の
日
常
生
活
全
て
が
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
い
う
世
界
共
通
言
語
で

置
き
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
っ
て
こ

と
が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。

勝
山
市
第
５
次
総
合
計
画
で
も
「
ジ

オ
パ
ー
ク
の
魅
力
を
活
か
し
た　

ふ

る
さ
と
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
実
現
」
を

基
本
理
念
に
掲
げ
て
い
る
よ
。
市
民

の
皆
さ
ん
と
協
働
し
て
、
次
の
世
代

に
つ
な
が
る
活
動
を
す
る
の
が
僕
た

ち
の
や
る
べ
き
仕
事
だ
ね
。

な
っ
た
よ
。

ナルホド！ナルホド！
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2
0
1
9
年
度
・
2
0
2
0
年
度

　

勝
山
市
競
争
入
札
等
参
加
資
格
審
査
申
請

お
よ
び
小
規
模
修
繕
契
約
希
望
者
登
録
に
つ
い
て

　

2
0
1
9
年
度
・
2
0
2
0
年

度
に
お
い
て
、
市
が
発
注
す
る
建

設
工
事
、
工
事
関
係
委
託
、
そ
の

他
委
託
、
物
品
等
に
係
る
一
般
競

争
入
札
、
指
名
競
争
入
札
お
よ
び

随
意
契
約
に
参
加
を
希
望
す
る
方

は
、
次
の
と
お
り
資
格
審
査
を
行

い
ま
す
の
で
、
記
載
事
項
を
ご
確

認
の
上
、
申
請
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

※ 

少
額
の
発
注
に
つ
い
て
も
、
入

札
参
加
資
格
登
録
業
者
へ
発
注

す
る
の
で
、
必
ず
競
争
入
札
等

参
加
資
格
審
査
申
請
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
（
た
だ
し
、
10
万
円

未
満
の
そ
の
他
委
託
、
物
品
等

お
よ
び
小
規
模
修
繕
の
場
合
は

適
用
除
外
）

申
請
区
分
▼
次
の
４
つ

①
建
設
工
事

　

建
設
業
法
に
規
定
す
る
29
業
種

②
工
事
関
係
委
託

測
量
、
土
木
関
係
コ
ン
サ
ル
、

建
築
関
係
コ
ン
サ
ル
、
地
質
調

査
、
補
償
コ
ン
サ
ル

③
そ
の
他
委
託

清
掃
、
警
備
、
設
備
保
守
、
廃

棄
物
処
理
、
調
査
、
検
査
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
業
務　

他

④
物
品
等

文
具
・
医
療
薬
品
、
印
刷
製
本
、

写
真
、
電
気
機
器
、
消
防
機
器
、

機
械
器
具
、
車
両
類
、
燃
料
、

繊
維
・
被
服
、
日
用
品
、
装
飾
、

看
板
、
楽
器
・
運
動
具　

他

　

市
が
発
注
す
る
小
規
模
な
修
繕

契
約
の
う
ち
、
内
容
が
軽
易
で
か

つ
少
額
な
修
繕
契
約
（
原
則
と
し

て
１
件
の
金
額
が
50
万
円
未
満
）

を
希
望
す
る
市
内
に
本
店
を
有
す

る
法
人
、
市
内
に
住
所
を
有
す
る

個
人
事
業
者
の
受
注
機
会
を
拡
大

し
ま
す
の
で
、
登
録
を
希
望
す
る

方
は
、
記
載
事
項
な
ど
を
ご
確
認

の
上
、
申
請
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

申
請
区
分
▼
次
の
２
つ

①
建
築
関
係

金
属
製
工
作
物
修
繕
、
木
製
造

作
修
繕
、
木
製
工
作
物
・
建
具

修
繕
、
左
官
修
繕
、
石
修
繕
、

屋
根
修
繕
、
溶
接
修
繕
、
板
金

修
繕
、
ガ
ラ
ス
・
金
属
製
建
具

修
繕
、
塗
装
修
繕
、
防
水
修
繕
、

壁
・
天
井
・
床
・
カ
ー
テ
ン
修

繕
、
畳
修
繕

②
設
備
関
係

電
気
設
備
修
繕
、
空
調
設
備
修

繕
、
給
水
設
備
修
繕
、
排
水
・

衛
生
設
備
修
繕
、
ガ
ス
給
湯
設

備
修
繕
、
消
防
設
備
修
繕
、
石

油
給
湯
設
備
修
繕

申
請
期
限
▼
1
月
31
日
㈭
ま
で

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

※
土
日
祝
日
を
除
く

申 

請
方
法
▼
申
請
書
な
ど
に
必
要

事
項
を
記
入
し
て
、
総
務
課
ま

で
持
参
し
て
く
だ
さ
い
（
市
外

業
者
は
郵
送
可
）

そ 

の
他
▼
申
請
要
領
お
よ
び
様
式

は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
ほ
か
、
総

務
課
で
配
布
（
有
料
）
し
ま
す

http://w
w
w
.city.

katsuyam
a.fukui.jp/

　
　

  

総
務
課
（
市
役
所
２
階
）

☎
88
‐
１
１
１
６

勝
山
市
競
争
入
札
等
参
加

資
格
審
査
申
請
に
つ
い
て

小
規
模
修
繕
契
約
希
望
者

登
録
に
つ
い
て

申
請
方
法
に
つ
い
て

申
・
問

北谷道具博物館谷集会場

国
の
登
録
有
形
文
化
財
（
建
造
物
）
へ
答
申

北
谷
道
具
博
物
館（
旧
北
谷
郵
便
局
）と
谷
集
会
場

　

国
の
文
化
審
議
会
は
、
11
月
16

日
、
北
谷
町
谷
に
あ
る
洋
風
の
２

建
築
物
を
、登
録
有
形
文
化
財（
建

造
物
）
に
登
録
す
る
よ
う
文
部
科

学
大
臣
に
答
申
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
来
年
3
月
ご
ろ
に
官
報

告
示
を
経
て
登
録
さ
れ
る
予
定
で

す
。

問
史
蹟
整
備
課（
教
育
会
館
2
階
）

☎
88
‐
8
1
1
3

◆
北
谷
道
具
博
物
館

　

大
正
後
期
に
民
家
と
し
て
建
て

ら
れ
、
1
9
3
7
年
に
北
谷
郵
便

局
舎
と
し
て
洋
風
に
改
修
さ
れ
ま

し
た
（
1
9
8
5
年
閉
局
）。
現

在
は
、
か
つ
や
ま
子
ど
も
の
村
小

中
学
校
に
よ
り
、
北
谷
の
生
活
用

具
な
ど
を
展
示
す
る
博
物
館
と
し

て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
谷
集
会
場

　

1
9
5
3
年
に
谷
青
年
部
の
集

会
場
と
し
て
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

現
在
で
も
集
会
場
や
帰
郷
し
た
住

民
の
宿
泊
施
設
と
し
て
活
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

文
化
財
登
録
を
祝
う

　

12
月
1
日
に
は
、
か
つ
や
ま
子

ど
も
の
村
中
学
校
の
生
徒
や
住

民
、
関
係

者
ら
約
50

人
で
地
域

の
宝
の
登

録
を
祝

い
、
喜
び

を
分
か
ち

合
い
ま
し

た
。
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予　算　額 支出済額及び支出率（対予算） 平成30年度
　

市
で
は
、
年
2
回
、
市
の
財
政
状
況
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
平
成
30
年
度
予
算
の
上
半
期（
4
月
1
日
〜
9
月
30
日
）に

お
け
る
予
算
執
行
状
況
や
市
税
の
収
入
状
況
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
般
会
計

特
別
会
計

上
半
期
の
状
況

上
半
期
の
状
況

一
般
会
計
予
算
の
執
行
状
況
（
9
月
30
日
現
在
）

歳
入

（注）予算額、収入済額、支出済額には、繰越明許費
　　 を含みます

歳
出

収入済額及び収入率（対予算）予　算　額
56.1%

27.0%

41.6%

21.6%

0.0%

57.4%

40.5%

100.0%

61.9%

40.5%

42.8%

50.1%

35.6%

16.0%

37.6%

8.7%

0%

195.7%

3.9%

0.0%

42.7%

15億8,911万円

3,887万円

250万円

324万円

0万円

2億3,544万円

1,701万円

809万円

24億 138万円

131万円

4,238万円

5,880万円

5億8,459万円

1億9,387万円

299万円

931万円

0万円

2億7,197万円

2,161万円

30万円

54億8,277万円

市 税

地 方 譲 与 税

利 子 割 交 付 金

配 当 割 交 付 金

株式等譲渡所得割交付金

地方消費税交付金

自動車取得税交付金

地 方 特 例 交 付 金

地 方 交 付 税

交通安全対策特別交付金

分担金及び負担金

使用料及び手数料

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

財 産 収 入

寄 附 金

繰 入 金

繰 越 金

諸 収 入

市 債

合 計

議 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

労 働 費

農 林 水 産 業 費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

災 害 復 旧 費

公 債 費

予 備 費

合 計

1億6,391万円

19億 79万円

37億 130万円

5億 583万円

1億1,401万円

8億 169万円

7億7,277万円

18億8,508万円

4億1,297万円

14億4,543万円

5,458万円

10億6,744万円

400万円

128億2,980万円

51.4%

40.9%

36.5%

24.3%

99.9%

33.0%

36.1%

18.2%

38.9%

37.6%

9.2%

40.8%

0.0%

34.9%

8,419万円

7億7,768万円

13億4,949万円

1億2,305万円

1億1,385万円

2億6,447万円

2億7,886万円

3億4,358万円

1億6,081万円

5億4,344万円

502万円

4億3,498万円

0万円

44億7,942万円

特別会計予算の執行状況

28億3,184万円

1億4,400万円

600万円

1,500万円

1,200万円

4億1,000万円

4,200万円

809万円

38億7,661万円

324万円

9,911万円

1億1,740万円

16億4,200万円

12億 864万円

797万円

1億 671万円

2億 504万円

1億3,899万円

5億4,760万円

14億 756万円

128億2,980万円

会　　　計　　　名 予 算 額 収入済額 支出済額
育 英 資 金 4,730万円 551万円 1,449万円
下 水 道 事 業 10億6,845万円 2億 4万円 3億4,809万円
国 民 健 康 保 険 24億6,063万円 11億1,413万円 9億2,892万円
後 期 高 齢 者 医 療 3億2,986万円 1億1,384万円 1億1,499万円
介護
保険

保 険 事 業 勘 定 27億8,481万円 11億7,048万円 11億6,185万円
介護サービス事業勘定 980万円 375万円 270万円

農業集落排水事業 1億6,865万円 1,758万円 7,049万円
市 有 林 造 成 事 業 8,128万円 355万円 1,066万円
特 別 会 計 合 計 69億5,078万円 26億2,888万円 26億5,219万円

市 民 税

固 定 資 産 税

軽 自 動 車 税

市 た ば こ 税

入 湯 税

都 市 計 画 税

市税の収入状況 予 算 額 28億3,184万円
収入済額 15億8,911万円

12億3,902万円
4億9,595万円
11億9,244万円
8億8,183万円
8,027万円
7,501万円

1億5,473万円
6,356万円
2,808万円
1,154万円

1億3,730万円
6,122万円

現　在　高
119億3,551万円
55億2,261万円
13億7,718万円

4,090万円
188億7,620万円

会　　　計　　　名
一 般 会 計

下 水 道 事 業
農業集落排水事業
市有林造成事業
合　　　　計

市債の状況

特
別
会
計

　また、現在高119億3,551万円のうち借り入れ利率別の
内訳は次のようになっています。

目　　的　　区　　分 現在高（一般会計分）
16億4,550万円
35億6,685万円
1億3,438万円
2億9,854万円
1億6,211万円
2億8,726万円
2億1,729万円
1億8,372万円
54億3,986万円
119億3,551万円

教育債（学校）
土木債（道路橋りょう整備・都市計画等）
　〃　（公園等整備）
農林業債（農道・林道等整備）
商工債（観光施設等整備）
消防債（防災・防火施設等整備）
衛生債（ごみ処理施設・火葬場等整備）
民生債（保育所・児童センター等整備）
その他（臨時財政対策債・災害復旧事業等）
　　合　　　　　　　　　計

利　　率
～1.0％以下
～2.0％以下
～3.0％以下
～3.4％以下

現在高（一般会計分）
100億1,726万円
18億2,761万円

7,709万円
1,355万円

割　合
83.9%
15.3%
0.7%
0.1%

　市債は、市が大型事業を実施するために国などか
ら資金を借り入れる長期債務（借金）です。本来、そ
の年度に使う経費はその年度でまかなうのが原則で
すが、公共施設の建設などには、一時的に多額の費
用がかかること、将来の世代にわたって利用される
ことなどから、財源の不足を補い、年度間の財政負
担を平準化し、次の世代にも費用を負担してもらう
ことで世代間の負担を公平にする効果があります。
市では、市債の中でもなるべく普通交付税として後
年度に国から財源措置される市債の借り入れを行う
こととしており、災害復旧事業や総合的な経済対策
事業などに充てています。9月末現在の残高は119億
3,551万円（前年同月末比1.3%の減）となっていま
すが、そのうち61.1%にあたる72億8,759万円が普
通交付税として後年度に国から財源措置されます。

市債の活用について市債の活用について



15 　　 広報かつやま12月号 №769

勝山高校コラム 「ひびきは空に ～まこと 真・誠・信～」勝山高校コラム 「ひびきは空に ～まこと 真・誠・信～」

こ

進

んにちは、勝山高校です！
新人戦で勝高生が大活躍しています。

路状況
【就職】民間企業に３人内定、陸上自衛隊に１人合格

【進学】10月から11月は推薦入試。合格を目標に、小論文・面接試験に向けて全
教員で個別指導にあたりました。ＰＴＡ進路対策委員の方やシニアティーチャー
（退職教員）にも模擬面接や小論文指導でお世話になりました。年明けの１月19
日㈯・20日㈰には大学入試センター試験が行われ、本校では81人が受験します。

勝高ホーム
ページ

【弓道部】男子個人　５位　宮川裕一郎
11月23日㈮・24日㈯に福井県立武道館で開催された北信越高等
学校弓道新人大会に出場

【男子バドミントン部】学校対抗　優勝（４年ぶり24回目）
ダブルス　優勝　中村 怜・中村 舜　２位　元文大夢・木田悠斗
３位　出島光紘・小寺晋ノ介
シングルス　優勝　出島光紘　２位　松川智哉　３位　中村 舜

【女子バドミントン部】学校対抗　優勝（２年連続22回目）
ダブルス　優勝　杉本千紘・竹澤知穂　２位　宮下真帆・大林美空
３位　斎藤ひなた・山下夢生
シングルス　優勝　杉本千紘　３位　長谷川莉乃
３位までの入賞者は、平成31年1月18日㈮～ 20日㈰に県営体育館で開催される
全国高等学校選抜バドミントン大会北信越予選会に出場

【放送部】福井県高校放送コンテスト新人大会　入選　中村海里
平成31年2月9日㈯～ 10日㈰に福井県三国観光ホテルで開催される北信越高等
学校選抜放送大会に出場

　国内にお住まいの20歳以上60歳未満の方は、国
民年金に加入することが義務付けられています。
●どんな時に国民年金に加入するの？
①20歳になったとき（厚生年金加入者を除く）
※ 国民年金加入手続きの通知は、誕生月の前月また
は当月上旬に日本年金機構よりご本人様宛に届き
ます。

②仕事をやめたとき
③配偶者の扶養から外れたとき
●国民年金（基礎年金）は暮らしを支えます！
老齢基礎年金は老後の生活を、
障 害基礎年金は病気やケガで障害を負った方の生活
を、
遺 族基礎年金は加入者が亡くなったときに子のある
妻または、子の生活をそれぞれ支えてくれます。
● 平成30年度の国民年金保険料は月額16,340円で
す。

　保険料はまとめて先払い（前納）することで割引
される制度や、納付が困難な方のために納付猶予・
免除制度もありますので、ご相談ください。

　60歳を過ぎた方でも、「60歳から65歳未
満」の5年間、国民年金の保険料を納めることで、
老齢基礎年金額を増やすことができる「任意加入制
度」があります。
●任意加入できる方
①日本国内に住所を有する60歳以上65歳未満の方
②老齢基礎年金の繰上げ支給を受けていない方
③ 20歳以上60歳未満までに保険料の納付月数が
480月（40年）未満の方

　なお、加入できる期間は、60歳の誕生日の前日か
ら65歳の誕生月の前月末までです。申出を行った日
が加入日になります。※納付方法は口座振替が原則
となっています。

問市民・環境課 国保年金G（市役所1階）
☎88－8102

　福井年金事務所　☎0776－23－4516

年金の加入記録が確認できます！
これまでの年金加入記録等が確認できる
「ねんきんネット」をご利用ください。

国民年金加入の国民年金加入の
手続きをお忘れなく！手続きをお忘れなく！

任意加入制度を任意加入制度を
ご存知ですか？ご存知ですか？

年
金

20 ～ 59
歳の方

60～ 64
歳の方

弓道部弓道部

男女バドミントン部男女バドミントン部

放送部放送部

面接指導の様子面接指導の様子
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福
井
県
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民
館
大
会
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ル

福
井
県
公
民
館
大
会
広
報
誌
コ
ン
ク
ー
ル

荒
土
公
民
館
・
北
郷
公
民
館
が
優
良
賞

荒
土
公
民
館
・
北
郷
公
民
館
が
優
良
賞

か
つ
や
ま
〝
地
の
も
ん
〞
推
進
店　

１
店
舗
追
加
！

か
つ
や
ま
〝
地
の
も
ん
〞
推
進
店　

１
店
舗
追
加
！

　
「
第
68
回
福
井
県
公
民
館
大
会
」

の
広
報
誌
コ
ン
ク
ー
ル
の
Ｂ
コ
ー

ス
（
広
報
紙
面
６
ペ
ー
ジ
以
上
に

該
当
し
な
い
も
の
）
に
お
い
て
、

県
内
43
の
応
募
の
中
か
ら
荒
土
公

民
館
と
北
郷
公
民
館
が
優
良
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　

地
域
の
活
動
が
良
く
わ
か
る
、

見
や
す
い
レ
イ
ア
ウ
ト
な
ど
が
評

価
さ
れ
ま
し
た
。

問
生
涯
学
習
課（
教
育
会
館
２
階
）

☎
88
‐
8
1
1
4

　

地
元
の
食
材
を
活
用
し
た
一
品

料
理
や
ラ
ン
チ
な
ど
お
客
さ
ま
の

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
料
理
を
提
供
し

て
い
ま
す
。
特
に
「
花
御
膳
」（
地

元
食
材
を
活
用
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル

創
作
料
理
・
要
予
約
）
は
オ
ス
ス

メ
で
す
。
ラ
ン
チ
も
や
っ
て
い
ま

す
の
で
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

か
つ
や
ま
〞
地
の
も
ん
〞
推
進
店
と
は
（
現
在
42
店
舗
）

　

お
お
む
ね
年
間
を
通
し
て
市
内
で
生
産
・
収
穫
・
漁
獲
・
養
殖
さ
れ
た
も

の
を
販
売
ま
た
は
料
理
と
し
て
提
供
し
て
い
る
お
店
で
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

Ｕ・ＩターンコラムU
I
うつくしく
いきる

Enjoy Life in Katsuyama

　

ととても楽しいと思います。
▶横井木綿子さん（40代）

=北郷町坂東島=
　内容はもちろんですが、近所
の劇団の方や知り合いの方が出
演していたので、また違った楽し
みもありました。
　美しい景色と家族愛、郷土愛、
えちてつの安全第一でお客さん
を大事に想う様子から、私もえ
ちてつに乗って小旅行したいと
思いました。
　地元の方はもちろん、県外の
方にも観てもらい、福井に来て
もらえたらいいなと思います。

大好評！！映画「えちてつ物語」
ぜひ映画館でご鑑賞ください！

　今回は特別インタビューとし
て、絶賛上映中の映画「えちて
つ物語～わたし故郷にかえって
きました」を鑑賞された方に映画
について感想をお伺いしました。
▶ 田鳥和子さん（70代）=元町=
　勝山の良さがとても出ていた
と思います。改めて勝山の風景
の美しさを認識しました。
　映画を見た越前市の知人は、
「一度アテンダントに会いにえち
ぜん鉄道に乗ってみたい。」と
言っていました。
　エキストラで勝山の人が出て
いるので、勝山の人が見に行く

応援鑑賞券（全国共通）発売中
販売場所▶ 勝山サンプラザ1階サー

ビスカウンター、
　　　　　観光政策課（市役所2階）
金　　額▶1,000円

　11月3日から県内先行上映が
始まり、開始2週間で1万人以の
方が映画を鑑賞しました！11月
23日からは、全国
各地で上映が始まっ
ています。 劇場情報

　

勝
山
市
電
車
利
用
促
進
会
議

は
、
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
利
用
促
進

の
一
環
と
し
て
、
冬
休
み
期
間

中
に
、
映
画
料
金
の
一
部
を
助

成
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

期 　

間
▼
平
成
31
年
1
月
27
日

㈰
ま
で

対
象
映
画
館
▼
テ
ア
ト
ル
サ
ン
ク

映
画
料
金
▼

一　

般　

1
1
0
0
円

（
6
0
0
円
引
）

大
学
生　

9
0
0
円

（
5
0
0
円
引
）

高
校
生　

7
0
0
円

（
3
0
0
円
引
）

※
学
生
証
が
必
要
で
す

3
歳
〜
中
学
生　

5
0
0
円

（
4
0
0
円
〜
5
0
0
円
引
）

※ 
中
学
生
以
下
は
保
護
者
と
一

緒
に
行
き
ま
し
ょ
う

割 

引
対
象
き
っ
ぷ
▼
一
日
フ

リ
ー
き
っ
ぷ
、
往
復
乗
車
券
、

定
期
乗
車
券
、
回
数
券

利 

用
方
法
▼
映
画
館
窓
口
で
割

引
対
象
切
符
と
映
画
入
場
補

助
券
（
勝
山
駅
発
行
・
当
日

限
り
）
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い

問
市
民
環
境
課
（
市
役
所
1
階
）

☎
88
‐
8
1
0
4

え
ち
ぜ
ん
鉄
道
に
乗
っ
て

映
画
を
見
に
行
こ
う
！

新楓（鹿谷町発坂）
☎090－9441－7736（要予約）

問
農
業
政
策
課
（
市
役
所
1
階
）

☎
88
‐
8
1
0
6
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北谷冬の風物詩
■11月8日　北谷町北六呂師

　冬の保存食「鯖の熟れ鮨し」の仕込み作業が始ま
りました。今年は約1,500匹を漬け込むそうで、12
月21日から北谷町コミュニティーセンターで販売を
開始するほか、年の市などでも販売されます。

勝山の“環境”を考える
■11月10日　教育会館ホール

　かつやま環境フォーラムが開かれ、環境美化に取
り組んだ県立奥越特別支援学校が表彰されました。
また、小学校の取り組みが発表されたほか、講演で
はSDGsについてカードゲームで学びました。

うまく描けた？恐竜砂絵
■11月11日　かつやま恐竜の森

　恐竜への興味・関心・知識を深めるために毎月活
動している「かつやまこども恐竜LABO」が、恐竜
時代の石を砕いた砂を使って、思い思いの恐竜の砂
絵を描きました。

誰もが住みよい社会を
■11月17日　すこやか

　男女共同参画を考える「かつやまのぞみフェスタ」
が開催されました。講演では、日本で初めて選出さ
れたオープンゲイの議員である石川大我氏を講師に
迎え、LGBTについての知識を深めました。

■
Ｆ
Ｂ
Ｃ
福
井
放
送
が

ア
カ
マ
ツ
の
苗
木
を
植
樹

　

か
つ
や
ま
恐
竜
の
森
で
村
岡
小

３
年
生
と
、
松
く
い
虫
に
強
い
県

産
の
ア
カ
マ
ツ
の
苗
木
１
５
０
本

を
植
樹
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

ご
ざ
い
ま
し
た

■
勝
山
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
よ
り

楽
器
を
寄
贈

　

創
立
50
周
年
記
念
事
業
と
し
て

市
内
３
中
学

校
に
楽
器
を

寄
贈
い
た
だ

き
ま
し
た
。
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Tulsi’sワンポイント英会話レッスン

Letter to Santa
（サンタへの手紙）

12月の
テーマ

Have you ever written a letter to Santa?
サンタクロースに手紙を書いたことある？

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

入
賞
者
の
ご
紹
介

（
順
不
同
、
敬
称
略
）

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

募
集
（
意
見
公
募
）

「
お
い
し
く
残
さ
ず

食
べ
き
ろ
う
！
」

全
国
共
同

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中

「
絵
で
伝
え
よ
う
！
わ
た
し
の
町
の

た
か
ら
も
の  
白
山
平
泉
寺
」絵
画
展

ふ
く
い
ユ
ネ
ス
コ
賞
▼
中
村
優
里

（
平
泉
寺
3
）

地 

域
遺
産
賞
▼
松
村
孝
史
（
成
器

西
1
）
工
藤
空
晴
（
成
器
西

6
）
石
川
颯
馬
（
北
郷
6
）

入 

選
▼
畑
中
希
（
野
向
1
）
古
川

紗
丞
（
成
器
西
3
）
多
田
衣
吹

（
荒
土
3
）
古
家
悠
希
（
荒
土

4
）
瀧
本
希
美
（
野
向
5
）
細

川
拓
夢
（
成
器
西
6
）

　

市
民
の
皆
さ
ま
の
意
見
を
政
策

な
ど
の
立
案
に
反
映
さ
せ
、
開
か

れ
た
市
政
を
推
進
す
る
た
め
、
次

の
戦
略
・
計
画
案
に
つ
い
て
ご
意

見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
い
た
だ

い
た
ご
意
見
は
、
考
え
方
を
添
え

て
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し

ま
す
。

　

意
見
の
提
出
方
法
は
、
閲
覧
場

所
に
備
え
付
け
ま
た
は
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し

た
「
意
見
記
入
票
」
に
ご
意
見
を

記
入
い
た
だ
き
、郵
送
、電
子
メ
ー

ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
で
提
出
先
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

ふ
く
い
嶺
北
連
携
中
枢
都
市
圏

ビ
ジ
ョ
ン
（
案
）

閲 

覧
場
所
▼
未
来
創
造
課
（
市
役

所
2
階
）、
市
立
図
書
館
、
各

公
民
館
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

提
出
先
▼
〒
９
１
１
‐
８
５
０
１

　

勝
山
市
元
町
１
‐
１
‐
１

　

未
来
創
造
課　

宛

　

E-M
ail　

m
irai@

city
.katsuyam

a.lg.jp

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

88
‐
1
1
1
9

募 

集
締
切
▼
12
月
26
日
㈬
正
午
ま

で

　

忘
・
新
年
会
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

食
事
の
と
き
、
子
ど
も
に
は
「
残

し
ち
ゃ
ダ
メ
」
と
言
い
な
が
ら
、

大
人
の
み
な
さ
ん
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
？

　

食
べ
残
し
を
減
ら
す
こ
と
は
ご

み
の
減
量
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

食
べ
物
を
粗
末
に
せ
ず
、
忘
・
新

年
会
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

《
食
べ
き
り
の
ポ
イ
ン
ト
》

◆ 

人
数
や
性
別
・
年
齢
層
に
応
じ

た
適
量
注
文

◆ 

食
べ
き
れ
な
い
料
理
は
仲
間
で

分
け
合
う

◆ 

そ
れ
で
も
食
べ
き
れ
な
か
っ
た

料
理
は
、
お
店
に
確
認
し
て
持

ち
帰
る

問
市
民
・
環
境
課
（
市
役
所
１
階
）

☎
88
‐
8
1
0
4

宝くじの助成金で
備品を整備しました

【立川区】
　左義長をはじめとした区民のコミュニティ活動
に必要な備品を整備しました。（太鼓・テント・テー
ブル・座卓・椅子・プロジェクター・スクリーン）
　今後、これらを有効活用し、伝統継承やふるさ
と愛着教育など、ふるさと愛の醸成と住みよい地
域づくりにつなげます。I did when I was younger. My mom 

sent it to the North Pole for me.
　幼い頃やったよね。そしたら、母が北極
まで送ってくれた。

What present did you ask for?
何のプレゼントを頼んだ？

I wrote that I wanted a teddy bear 
and I got it on Christmas.
　くまのぬいぐるみが欲しいと書いて、ク
リスマスにもらったよ。

　

広
報
か
つ
や
ま
11
月
号
で
掲
載

し
た
お
名
前
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

掲
載
ペ
ー
ジ
13
ペ
ー
ジ

「
恐
竜
を
描
こ
う
」
ポ
ス
タ
ー
コ

ン
ク
ー
ル

正
し
く
は
金
賞
「
髙
畑
琳
太
郎
」
さ

ん
、銅
賞
「
前
田
羽
那
」さ
ん
で
す

merrymerry
 christmas! christmas!
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〜
地
域
文
化
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜

　

今
回
は
浄
土
寺
川
左
岸
の
た
ら
た
ら
山
の

少
し
上
で
採
掘
さ
れ
た
角
間
石
を
紹
介
し
ま

す
。

　

角
間
石
は
火
成
岩
の
一
種
で
三
谷
村
の
俗

称
三
谷
山
角
間
谷
か
ら
採
掘
さ
れ
た
劈へ

き

開か
い

（
特
定
の
方
向
に
割
れ
や
す
い
）
の
完
全
な

板
状
節
理
の
石
で
あ
る
。
そ
の
名
前
は
『
越

前
国
名
蹟
考
』
の
三
谷
村
の
項
に
「
剥へ

き

石い
し

」

と
し
て
「
山
中
棚
と
云
所
に
水
の
出
る
所
有

て
、
其
辺
の
石
の
よ
し
。
厚
板
の
如
に
て
此

辺
小
川
の
橋
に
用
ゆ
。
甚
堅
く
し
て
彫
刻
す

る
事
あ
た
は
す
。
か
く
ま
石
と
云
」
と
紹
介

さ
れ
て
い
る
。
加
え
て『
大
野
郡
誌
』に
は「
本

村
特
産
の
石
材
で
そ
の
名
は
広
く
知
ら
れ
貴

重
な
石
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。
勝
山
の

奥
山
に
カ
ク
マ
谷
と
称
す
る
所
が
あ
る
と
記

す
」、『
足
羽
郡
地
理
誌
』
に
は
「
人
工
を
か

ら
ず
薄
片
と
な
る
。
大
な
る
も
の
方
丈
（
約

３
ｍ
）
余
に
い
た
る
」
と
あ
る
。

　

江
戸
期
に
は
様
々
な
物
品
を
集
め
て
人
々

に
展
示
公
開
す
る
物
産
会
が
開
か
れ
て
い

た
。
こ
の
物
産
会
は
近
代
に
入
る
と
博
覧
会

と
称
し
、
明
治
５
年
（
１
８
７
２
）
全
国
的

に
催
さ
れ
、
福
井
で
は
東
本
願
寺
掛
所
で
開

か
れ
た
。
そ
の
出
品
目
録
の
岩
石
類
の
中
に

勝
山
産
の
緑
青
石
、
柳
石
、
砥
石
な
ど
と
並

ん
で
大
野
郡
三
谷
村
角
間
石
が
見
ら
れ
る
。

　

こ
の
角
間
石
は
勝
山
で
は
以
前
よ
り
杉
皮

屋
根
の
石
板
と
し
て
、
あ
る
い
は
流
し
（
物

を
洗
っ
た
り
流
し
た
り
す
る
所
）
口
の
防
火

用
の
壁
に
利
用
さ
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
地

震
対
策
と
思
わ
れ
る
が
昭
和
２
年
（
１
９
２

７
）に
屋
上
制
限
令
が
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
そ
の
時
に
勝
山
町
の
特
色
で
あ
る
屋
根

を
角
間
石
で
葺
く
こ
と
が
問
題
と
な
っ
た
。

当
時
勝
山
町
で
は
角
間
石
で
葺
詰
め
た
家
が

１
５
０
０
戸
も
あ
り
、
こ
れ
は
町
全
体
の
８

割
を
越
え
、
町
民
か
ら
制
限
令
か
ら
除
外
し

て
欲
し
い
旨
の
要
望
が
出
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
結
果
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
の
制
限
令
に

よ
る
影
響
で
ト
タ
ン
屋
根
、
瓦
葺
屋
根
の
家

が
次
第
に
多
く
な
っ
た
。
用
途
の
減
少
に
と

も
な
い
採
掘
業
者
も
商
売
に
な
ら
ず
昭
和
10

年
代
後
半
に
は
休
業
状
態
と
な
っ
た
。

今
回
は
浄
土
浄
土
寺

左
岸
の
た

た

山

を
ねねねてててねね

 
市
史
編
纂
室　

山
田　

雄
造

勝山の鮎が商標登録
「九頭竜勝山あゆ」
全国発信へ

　勝山市漁業協同組合は、
九頭竜川勝山漁区で獲れる
鮎のブランド化を目指し
「九頭竜勝山あゆ」を商標登録しました。
　11月11日には、記念セレモニーが行われ、市民
や関係者ら約100人が九頭竜川の鮎の魅力につい
て関心を深めました。
　また、「九頭竜川と鮎を語ろう」をテーマにトー
クショーが行わ
れ、勝山高校３
年生で鮎釣り師
の村上さんらが
活性化に向けて
意見を交わしま
した。

問農業政策課（市役所1階）☎88 ｰ 8106

21

角間石の露頭角間石の露頭

角間石が葺かれた屋根（明治32年）角間石が葺かれた屋根（明治32年）

新
し
い
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
を
導
入

　

ジ
オ
ア
リ
ー
ナ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
に
新
た
に
2
台
の
マ
シ
ン
が
導
入
さ
れ
ま
し

た
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

問
ス
ポ
ー
ツ
課
（
ジ
オ
ア
リ
ー
ナ
内
）
☎
88
‐
8
1
2
7

■ 

ト
レ
ッ
ド
ミ
ル　

ラ
ボ
ー
ド

N
e
x
t
（
ラ
ン
ニ
ン
グ
マ
シ
ー
ン
）

　

有
酸
素
運
動
が
で
き
ま
す

■
フ
ラ
イ
フ
ル
ウ
ェ
イ
ト

　

大
胸
筋
を
鍛
え
ま
す

休館のお知らせ▶12月28日㈮～1月3日㈭

広報かつやま12月号 №769 　　 18

件数内訳 平成30年11月末 前年比

総件数 ３９４件 －３５件

人身事故
（うち高齢者）

１６件
（８）

－７件
（±０）

死　者
（うち高齢者）

１人
（１）

±０人
（±０）

傷　者 １７人 －９人

物損事故 ３７８件 －２８件

12月の納税

10月末現在 自 然 動 態 社 会 動 態 11月末現在 月間増減出生 死亡 計 転入 転出 計
男 11,141人 8 －10 －2 24 －14 10 11,149人 8人
女 12,251人 3 －12 ―9 23 －24 －1 12,241人 －10人

合　計 23,392人 11 －22 －11 47 －38 9 23,390人 －2人
世帯数 7,966世帯 7,970世帯 4世帯

人口の動き

固定資産税▶第３期
納期限▶12月25日㈫　口座振替▶12月25日㈫

交通事故発生状況
※高齢者＝65歳以上

行ってみよう

湯ったり勝山
　11月のマイステージは、
見守り隊による「トロンボー
ン演奏」、芳野亭笑翁氏によ
る「落語の披露」、セブン
ティーズによる「トーク＆
ミュージック」のステージ
が行われ、賑やかな一日となりました。
　12月16日㈰のマイステージは、午前10時～
11時30分「折り紙を使ってクリスマス飾りを作
ろう」午前10時～正午「飲まない（お酒）吸わな
い（たばこ）かけない（お金）～健康マージャン～」
を実施します。
　　  地域包括支援センター「やすらぎ」

（すこやか内）　☎87 ｰ 0900

勝山公民館　展示コーナー勝山公民館　展示コーナー
◆ 星友会　書道作品展
　奥深い書道を楽しまれ、そこで生まれた「書」
の美しさを作品に仕上げられました。様々な文字
の美しさをご覧ください。
展示期間▶12月17日㈪～1月14日（月・祝）
※29日㈯～1月3日㈭は教育会館休館日です

展示作品を募集します！
　趣味の手芸作品・絵画・写真やコレクショ
ンで集めたものを展示してみませんか？
展示場所▶教育会館ロビーまたは
　　　　　勝山公民館展示コーナー
展示期間▶2週間程度

問勝山公民館（教育会館1階）　☎88 ｰ 0800
申・問

面
神
経
麻
痺
は
、
神
経
が

何
ら
か
の
原
因
で
障
害
さ
れ
、

顔
面
が
う
ま
く
動
か
せ
な
く
な

る
病
気
で
す
。
原
因
は
様
々
で

す
が
、
原
因
不
明
で
突
然
発
症

す
る
「
ベ
ル
麻
痺
」
が
全
体
の

約
60
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
の

ベ
ル
麻
痺
は
、
男
女
差
は
な
く
ど

の
年
齢
に
も
発
症
し
ま
す
が
、
40

歳
代
の
発
症
が
も
っ
と
も
多
い
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
次
に
多
い
の

は
「
ハ
ン
ト
症
候
群
」
に
よ
る
麻

痺
で
、
全
体
の
15
％
ほ
ど
に
あ
た

り
、水
疱
瘡
の
原
因
ウ
イ
ル
ス
（
帯

状
疱
疹
）
の
再
活
性
化
に
よ
り
発

症
し
ま
す
。
そ
の
他
、
耳
や
顔
の

神
経
腫
瘍
、
交
通
事
故
な
ど
に
よ

る
外
傷
、
脳
出
血
や
脳
梗
塞
な
ど
、

中
耳
炎
、
糖
尿
病
な
ど
が
原
因
に

挙
げ
ら
れ
ま
す
。

状
は
、
顔
の
片
側
が
動
か
せ

な
く
な
り
、
麻
痺
し
た
側
に
顔
の

筋
肉
麻
痺
に
関
連
し
た
症
状
が
現

れ
ま
す
。
眼
を
完
全
に
閉
じ
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
り
、
眼
が
乾
い

た
り
、
涙
が
出
た
り
し
ま
す
。
口

を
動
か
す
筋
肉
に
も
影
響
が
生

じ
、
よ
だ
れ
が
出
や
す
く
な
っ
た

り
、
食
べ
物
や
飲
み
物
が
口
か
ら

こ
ぼ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
聴
覚
過
敏
や
味
覚
障
害
な
ど

も
現
れ
ま
す
。
原
因
に
よ
っ
て
は

ウ
イ
ル
ス
の
再
活
性
化
に
関
連
し

た
症
状
が
現
れ
る
こ
と
が
あ
り
、

耳
介
や
後
頭
部
の
痛
み
や
、
帯
状

疱
疹
が
発
生
し
ま
す
。
中
枢
性
の

場
合
は
、
顔
面
神
経
麻
痺
に
加
え

脳
神
経
症
状
が
現
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

査
は
、
重
症
度
を
評
価
す
る

こ
と
が
重
要
で
、
麻
痺
が
起
こ
っ

て
10
日
ほ
ど
経
過
し
た
後
に
、
誘

発
筋
電
図
と
い
う
検
査
で
ほ
ぼ
重

症
度
と
麻
痺
の
予
後
診
断
を
行
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
顔
面
神
経
は
脳

腫
瘍
や
糖
尿
病
な
ど
の
基
礎
疾
患

が
あ
っ
て
発
症
す
る
こ
と
も
あ

り
、
こ
れ
ら
の
検
査
も
重
要
で
す
。

療
方
法
は
、
ス
テ
ロ
イ
ド
と

抗
ウ
イ
ル
ス
薬
、
ビ
タ
ミ
ン
剤
に

よ
る
薬
物
治
療
が
中
心
で
す
。
治

療
は
早
く
開
始
す
る
ほ
ど
予
後
が

よ
く
、
特
に
重
症
の
場
合
は
発
症

か
ら
早
期
に
治
療
を
開
始
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
重
症
の
場
合
は
、

顔
面
神
経
減
荷
術
と
い
う
手
術
療

法
が
選
択
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。面

神
経
麻
痺
が
出
現
し
た
ら

早
め
に
病
院

を
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

顔面神経麻痺
JCHOJCHO-福井勝山総合病院

耳鼻咽喉科主任部長　杉本　千鶴 ColumnColumn
顔

症

検治顔




